
殺菌剤

弊
社
で
は
、
圃
場
の
土
壌
を
ご
送
付
頂
き
、
そ
の

土
壌
中
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
数
を
測
定
し
、
防
除
計
画
の

ご
参
考
に
し
て
頂
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
を
無
料
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
弊
社
担
当
者
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
！
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報

作物名 トマト（世界一）

病害 疫病

希釈倍率 ランマンフロアブル 1000倍（散布水量：100ℓ/10a）

試験方法

①胞子形成阻害
トマトポット（6葉期程度）から葉を採取し、葉裏を上にして
バットに並べ、遊走子のう懸濁液（5×104個/㎖, 30㎖/苗箱）を
噴霧接種。湿室に48時間静置した後、薬液をスプレーガンにて葉
表・葉裏に散布した。葉裏を上にしてバットに移し、20℃湿室に
静置した。
処理2日後に、葉2枚を水20㎖で洗い、遊走子濃度を計測して阻
害率を算出した。
②二次感染阻止
上記で得られた遊走子のう懸濁液を、健全なトマト苗に噴霧接種
した【二次接種】。湿室に18時間静置した後、20℃育苗室（蛍
光灯下）で生育した。二次接種4日後に葉位ごとに発病指数を調
査し、常法にて発病度、防除価を求めた。

【試験事例①】石原産業（株）社内試験（2017年）
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供試薬剤

①胞子形成阻害 ②二次感染阻止

胞子形成阻害率
（％）

発病度 防除価

ランマン
フロアブル

1000倍 100 0 100

2000倍 100 0 100

対照A剤 92 4 96

対照B剤 17 100 0

対照C剤 38 100 0

無処理区 ー 100 ー

試験手順

ランマンフロアブルは、胞子形成阻害効果と胞子感染
阻害効果が非常に高く、あらゆる発病ステージで性能
を発揮して二次感染を阻止することが示された。

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
す
る
こ
と
で
ト
マ
ト
に
お
い
て

疫
病
の
蔓
延
を
防
ぐ
こ
と
を
示
す
社
内
試
験
の
結
果
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

～二次感染阻止～トマト疫病二次接種 4日後の様子

ランマンフロアブル 1000倍 無処理区

【試験結果】

農
林
水
産
省
登
録

第
２
０
６
２
４
号

有
効
成
分
：
シ
ア
ゾ
フ
ァ
ミ
ド…

9
・
4
％
(w/w)



作物名 トマト（世界一）

病害 疫病 区制 Φ7.5㎝ポット、2連制

散布水量 ランマンフロアブル1000倍（散布水量100ℓ/10a）を実用濃度として1/4,1/16,1/64濃度

試
験
方
法

予防効果
トマトポットに薬液をスプレーガンで散布した。風乾後、遊走子のう懸濁液（1×104個/㎖、30㎖/苗
箱）をスプレーガンにて噴霧接種した。接種箱に20時間静置した後、20℃育苗室で生育した。

耐雨性
トマトポットに薬液をスプレーガンで散布した 。風乾後、人工降雨装置で降雨処理した（20mm/h, 
2h）。風乾後、遊走子のう懸濁液（1×104個/㎖、30mL/苗箱）をスプレーガンにて噴霧接種した。接
種箱に20時間静置した後、20℃育苗室で生育した。

残効性
トマトポットに薬液をスプレーガンで散布した（散布水量100ℓ/10a） 。
温室にて育苗し、処理7日後に遊走子のう懸濁液（1×104個/㎖、30㎖/苗箱）をスプレーガンにて噴霧
接種した。育苗箱に20時間静置した後、20℃育苗室で生育した。

調査方法 接種４～５日後に葉位ごとに発病指数を調査した。

【試験事例②】 石原産業（株）社内試験（2017年）

環境要因による影響が
非常に少なく安定している！
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実用濃度 ×1/4 ×1/16 ×1/64

【試験結果】
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本社 普及部

ま
た
、
前
述
の
通
り
ラ
ン
マ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
予
防
効
果
主

体
の
薬
剤
で
す
が
、
先
の
試
験

事
例
①
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に

胞
子
（
遊
走
子
）
の
う
形
成
阻

害
作
用
に
優
れ
、
次
世
代
の
菌

密
度
を
効
率
的
に
抑
え
る
こ
と

か
ら
未
感
染
葉
（
上
位
葉
）
へ

の
病
害
進
展
も
防
ぎ
、
予
防
効

果
を
超
え
た
優
れ
た
防
除
効
果

を
示
し
ま
す
。
こ
う
し
た
特
長

を
生
か
し
て
、
べ
と
・
疫
病
等

の
卵
菌
類
病
害
と
あ
ぶ
ら
な
科

作
物
の
根
こ
ぶ
病
に
対
す
る
薬

剤
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
ご
使

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

植物表面

ランマン
フロアブル
処理層

水に約0.1ppmの
シアゾファミドが溶け出す

⁈

ランマンフロアブルは予防効果、耐雨性、
残効性の低下幅が小さく、実用濃度
（1000倍）から1/16の薬量までは十分な
防除効果を維持した。

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
残
効
が
長
く
、
作
物
・
生
育
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
は
10

～
14

日
間
隔
の
散
布
も
可
能
で
す
。

今
回
は
な
ぜ
本
剤
の
残
効
性
や
耐
雨
性
が
優
れ
て
い
る
の
か
を

考
察
し
ま
す
。

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
疫
病
菌
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
生
育
ス

テ
ー
ジ
を
阻
害
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
防
除
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
社
内
試
験
で
は
有
効
成
分
の
シ
ア
ゾ
フ
ァ
ミ
ド

で
遊

走
子
の
う
の
発
芽
、
遊
走
子
の
遊
泳
、
被
の
う
胞
子
の
発
芽
を

９
割
以
上
阻
害
し
ま
し
た
。
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
実
用
最

低
濃
度
は
２
０
０
０
倍
で

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
低
濃
度
で

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
マ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
は
水
溶
解
度

で
す
。
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を

葉
面
全
体
に
散
布
し
た
後
は
、
雨
や
朝
露
に
シ
ア
ゾ
フ
ァ
ミ
ド

が
溶
出
し
、
処
理
層
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
疫
病
菌
か
ら
葉
面

を
保
護
し
、
結
果
的
に
耐
雨
性
や
残
効
性
に
優
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
て
い
ま
す
。
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